












































































At museums, the restoration of exhibitions, for example houses, huts and so on, �
　　　is not to make them What they were , exactly. �
　There is a clean and strong intention at each museum,�
　　　　  and it depends on how we define the term restore  and what it means to museums. �
　　　　　　So, we can imagine various ways to try to make exhibits What they were .
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討しなければならない。しかし、その基礎的な作業とし
て各館の展示に共通して影響を与えた民家研究面におけ
る志向ともいうべき事柄について考えてみたい。�
　戦後初めての本格的な野外民家博物館として1960年
に開館した日本民家集落博物館は、飛騨白川の合掌造り
の民家が豊中市に移築されたことを契機として、「厳密な
調査に基づき学術的に復原する」という方針から全国各
地から存続の危機にある民家を移築している。この方針
の意味するところは、民家の現状から改築、増築の過程
を建築当初の姿にまで追跡し、復原することにある。こ
の博物館の開設に尽力した鳥越憲三郎は、秋山郷の民家
を復原すると床が一切なくなり土間になったと述べてい
る。民家の建築当初の姿を明らかにしたのは復原的民家
研究といわれる研究方法で、大正期から始まった民俗学
研究者などによる民家研究が「現状形態に注目した採集
を中心と」したもので「どのような発展経路を経て現在
に至ったのかなど復原的な事柄はほとんど明らかに」し
ていないとの反省に立った戦後の民家建築史の研究成果
であった。先の主屋を優先して移築した野外民家博物館
の状況は、戦後の民家研究においてその歴史的推移を明
らかにするために、復原的研究方法によって各地の古い
民家、主屋の建築を特定し、文化財指定などの保存措置
の一つとして、野外民家博物館に移築することが進めら
れた結果であった。そして、多くの民家が建築当初に復
原されることになった。その意味で、多くの野外民家博
物館は第一に民家建築の博物館としての性格を持ってい
るといえ、それゆえに民家の生活を展示表現することは
副次的な扱いを受けることもあったと考えられる。�
　それでは、建築当初に復原された民家の生活は、どの
ように再現されたのだろうか。建築当初から移築時まで
に行われた改築、増築は、生活の容れ物としての民家に
住んだ人たちの生活の軌跡であることに対して、復原は
それを消したことを意味している。一般的には、移築す
る民家、その集落で使われた民具などの生活資料は、移
築時などに収集し、その生活資料として展示されること
が多いと考えられる。厳密にいえば、収集された民具の
使用時期と民家の建築当初の時期には、ある時間差が生
じている可能性があると考えられる。その時間差をなく
せば、国立民族学博物館で開催された「ソウルスタイル
2002」が示したように、生活ありのままに近い、冷蔵庫
の中身まで密度高く生活を再現することも可能となる。
つまり、民家の生活再現展示にとって、調査時点に近い
時間の生活の再現展示であればあるほど、調査で得た情
報を多く生かすことが可能となる。民家建築史を体現す
る程の野外博物館に保存された多くの民家は、近世期の
いずれかの建築当初の姿に復原されていると考えられ、
移築時点で調査した生活、収集した生活資料と大きく時
間が隔たった復原した民家のくらしを整合することは、
時代が遡るほどに生活の情報も少なくなり、調査ではつ
かめない想像する部分が増えるなど困難を伴う作業だと
思える。�
　実際の民家のくらしは、各博物館によりそれぞれに表
現されているが、戦後につくられた多くの野外民家博物
館では、建築当初の近世期に復原された民家における生
活の再現という共通した状況を迎えることになった。そ
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のなかで、どのような民家の「昔のくらし」が再現され
たのかは、個別に実証していく他はない。ここでは、戦
後の民家研究における建築史研究の進展によって近世期
の民家の多くは建築当初の姿が復原されたこと、そのこ
とによって、生活再現展示は大きな規定を受けることに
なった可能性を確認した。�
■おわりに�
　それでは、最後にこの基礎的な作業から始めている民
家における生活再現展示のあり方を探ることの見通しに
ついて、少し触れておきたい。�
　実際に建築当初に復原された民家の生活再現展示は、
どのように行われたのだろうか。また、一方でわずかだ
が存在した民家を建築当初に復原せずに移築した野外民
家博物館では、どのような生活が再現されたのだろうか。
先の千葉県立房総のむらにおいて、実際の野外博物館と
しての活動によって生活再現展示はどのような進展をみ
せたのだろうか。そして、それらの博物館において再現
された「昔のくらし」は、どのような年代だったのであ
ろうか。これらの問いかけに答えることによって、民家
の生活再現展示の姿をさぐりたいと思う。�
　さらに、先述の戦前における野外民家博物館の構想に
おいてどのような生活が再現されようとしたのだろうか。
それを確かめるすべはないのだが、今和次郎の民家研究
を反映した生活再現展示をつくるとしたらどのようなも
のになるのかを、可能であれば想定してみたいと思う。
今、このことを取り組んでいる。�
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常民参考室の本年度の展示。第10回常民文化研究講
座「職人書物―書承と口承の交錯―」（2006年11月
25日）と関連する形で企画された。�
●会期：2006年10月25日（水）～12月15日（金）�
●会場：神奈川大学横浜キャンパス3号館1階�
　　　　常民参考室�
